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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軟質なパッドと、該パッドに座った人体を検知するための感圧式のシート状センサとを
有する着座センサ付き座席において、
　前記パッドの底面から上方に向って穴が設けられると共に、該穴に軟質体が挿入されて
おり、
　該パッドと該軟質体の係合により該穴からの抜けが防止される形態にて挿入されており
、該軟質体の上面部分に前記センサが設置されており、
　該軟質体は、該穴に挿入される前は該穴よりも大きく、該穴内に弾性的に縮小した状態
にて押し込まれることによって該穴内に保持されており、
　該穴の天井面と側面とのなす角度が、該軟質体の上面と側面とのなす角度よりも小さい
ことを特徴とする着座センサ付き座席。
【請求項２】
　請求項１において、該穴は下端側が窄まる形状となっていることを特徴とする着座セン
サ付き座席。
【請求項３】
　請求項１又は２において、該軟質体は、該パッドと同材質の軟質材料よりなるスラブで
あることを特徴とする着座センサ付き座席。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項において、該軟質体がモールドによって形成されるこ
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とを特徴とする着座センサ付き座席。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人員が座ったことを検知するシート状のセンサを備えた座席に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　アシスタント用エアバッグの誤動作防止等のために座席の上面にセンサを設けることが
ある。図３、４はこの従来例を示す断面図であり、パッド１の上面にセンサ２を糊付けし
ている。異物感対策のために、図３では該センサ２を覆うように約５ｍｍ厚のスラブ３を
貼り付けており、図４では約５ｍｍ厚のフレームラミネートを施している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記のようにセンサ２を貼り付け、該センサ２を覆うようにスラブ３を貼り付けたりフ
レームラミネート４を施す従来技術にあっては、貼り工数が多い、あるいはラミネートコ
ストが嵩むなどの短所があった。
【０００４】
　本発明は、かかる短所を改善し、製造が容易でしかもセンサの異物感もほぼ完全に解消
される着座センサ付き座席を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の着座センサ付き座席は、軟質なパッドと、該パッドに座った人体を検知するた
めの感圧式のシート状センサとを有する着座センサ付き座席において、前記パッドの底面
から上方に向って穴が設けられると共に、該穴に軟質体が挿入されており、該パッドと該
軟質体の係合により該穴からの抜けが防止される形態にて挿入されており、該軟質体の上
面部分に前記センサが設置されており、該軟質体は、該穴に挿入される前は該穴よりも大
きく、該穴内に弾性的に縮小した状態にて押し込まれることによって該穴内に保持されて
おり、該穴の天井面と側面とのなす角度が、該軟質体の上面と側面とのなす角度よりも小
さいことを特徴とするものである。
【０００６】
　かかる着座センサ付き座席にあっては、センサがパッドの内部に配置されているため、
センサによる異物感が殆ど無く、しかもセンサを覆うためのスラブ貼り付けやラミネート
が不要であり、製造が容易で製造コストも廉価となる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の着座センサ付き座席によると、パッドがスラブの内部に配置されているため、
該センサの上方のパッド上面に腰をかけても、異物感は全く感じられない。また、このセ
ンサを覆うためのスラブやラミネートをパッド上面に施すことが不要であり、この着座セ
ンサ付き座席の製造が容易であると共に、製造コストも極めて低いものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【０００９】
　図１は本発明の一実施の形態に係る着座センサ付き座席の断面図であり、（ａ）図は座
席の前後方向の断面図、（ｂ）図は（ａ）図のＢ－Ｂ線に沿う断面図、（ｃ）図は分解構
成図である。
【００１０】
　この実施の形態にあっては、パッド１の底面に、上方に向う穴５が設けられ、この穴５
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の天井面部分にセンサ２が設けられている。この穴５にパッド１と同材質の軟質材料より
なるスラブ（モールドされた軟質ウレタンフォームであっても良い。）６が充填されてい
る。なお、センサ２は、スラブ６の上面に接合されている。ただし、図１（ｃ）は、セン
サ２を予め穴５の天井面部分に取り付けておき、該センサ２に連なるリード線２ａの後端
の端子２ｂをパッド１の後端面に突出させた参考図である。
【００１１】
　なお、この実施の形態にあっては、穴５は下端側が窄まる形状となっており、この穴５
に挿入されたスラブ６が穴５内に保持され、該穴５から脱落しないよう構成されている。
【００１２】
　図２は参考例を示すものであり、（ａ）図は穴５として、入口に突起５ａを設け、スラ
ブ６の下端周縁部を該突起５ａに係止させることによりスラブ６の脱落を防止するように
構成したものである。図２（ｂ）は、穴５よりも若干大きめのスラブ６を用い、該スラブ
６が穴５に弾性的に縮小した状態にて押し込まれることにより、該スラブ６の脱落が防止
されるよう構成したものである。
【００１３】
　本発明において、パッド１の材質としては、従来と同様にウレタンフォーム、熱可塑性
プラスチック繊維材（例えばポリプロピレン、ポリエチレン、ポリスチレンなど）等を用
いることができる。センサ２としては、従来と同様の圧力により電気抵抗が変わる感圧式
のセンサやストレインゲージを用いたもの等を採用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態に係る着座センサ付き座席の断面図である。
【図２】参考例に係る着座センサ付き座席の断面図である。
【図３】従来例を示す断面図である。
【図４】別の従来例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００１５】
　１　パッド
　２　センサ
　３　スラブ
　４　ラミネート
　５　穴
　６　スラブ
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